
 
                                                                     

（令和６年９月 24 日発表） 

静岡市将来人口の独自推計結果の公表 

別紙資料  有 ・ 無 

 

◆概要 

１ 趣旨 

・静岡市では、これまで、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口   

推計（社人研推計）に基づき、政策を形成してきました。 

・社人研推計は５年ごとの国勢調査結果をもとに算出されることから、

直近の実態が推計に反映されません。 

・また、社人研の推計は、行政区単位で５歳階級ごと推計されているた

め、小中学校や子ども園の再編の検討に必要な小学校区単位の１歳階

級ごとの将来人口は把握できません。 

・さらに、０歳人口の実績が社人研推計よりも大幅に下回ることが考え

られます。 

・このようなことから、より現実に即した人口推計に基づき、政策形成

を行う必要があると考え、市の住民基本台帳情報をもとに独自の人口

推計を行いましたので、その結果を公表します。 

 

２ 推計結果のポイント 

・総人口は、2050 年９月末で約 49 万人となり、2024 年６月末と比べ

27.2％減少します。また、社人研推計と比べて約５万人下回ります。 

・0 歳人口は、2050 年９月末で約 2,600 人となり、2024 年６月末と比

べ 25.2％減少します。また、社人研推計と比べて約 250 人下回りま

す。 

 

◆内容説明に 

ついて 

詳細な推計結果は、別添のとおりです。本件について、ご質問等ある

場合には、担当職員が、次のとおり、対応させていただきます。 

日時：令和６年９月 24 日（火）13 時から 

場所：静岡庁舎８階 市政記者室 

（単位：人）

項目
最新値

(2024.6)
推計名

推計値
(2030.9)

推計値
(2040.9)

推計値
(2050.9)

静岡市独自推計 635,445 563,507 492,072

社人研直近推計 649,978 598,680 546,205

静岡市独自推計 3,514 3,132 2,588

社人研直近推計 3,626 3,380 2,842

総人口

0歳人口

675,506

3,458

【問合せ】企画課 統計分析係(静岡庁舎９階) 

     担当 安間、笹本 

電話 ０５４－２２１－１０２４ 

報道資料 
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        静岡市将来人口の独自推計の結果         2024.09.24 

１ 背景・目的  

静岡市の人口は、政令指定都市 20 市中 11 位だった 1970 年の 681,797 人から増加し、1990

年に 739,300 人でピークを迎えました。その後は減少を続け、2020 年には初めて 70 万人を

下回る 693,389 人で、政令指定都市中 20 位にまで落ち込みました。【表１参照】 

このような急速な人口減少が続くと、小売や飲食などの生活関連サービスの縮小、税収入

の減少による行政サービス水準の低下、地域公共交通の縮小、空き家・耕作放棄地の増加、

地域コミュニティの機能低下など多岐にわたり影響を及ぼすことから、人口減少対策は本市

の喫緊の課題であります。 

この人口問題に対策を講じるには、現実に即した将来人口の推計が不可欠です。現在の人

口を基準に公共施設を整備すると、その後人口が減少した場合には、整備した施設の維持・

管理に無駄が生じるため、将来の人口動向を見据えた公共施設の適正な供給を図る必要があ

ります。特に、小中学校や子ども園については、施設の建て替え・改修・統廃合を検討する

際、年代別・小学校区ごとの詳細な推計が必要になります。また、将来人口を正確に把握し

た上で、さらにその推計を上回る結果を目指した政策の立案・執行を行っていきます。 

 

【表１：政令指定都市の人口推移（国勢調査）】 

 

 

※人口は、令和２年 10 月時点の市域（合併前の年度は、関係自治体を合算している。） 

 

 

 
次頁あり 
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２ 市が独自推計を行う理由 

国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という。）でも、国勢調査の結果を用い

て、全国・市区町村の将来人口の推計を行い、公表しています。しかしながら、国勢調査は

５年おきに実施され、かつ調査結果の確定に２年の期間を要することから、直近の実態が推

計に反映されません。 

また、社人研の推計は、行政区単位で５歳階級ごと推計しているため、小中学校や子ども

園の再編の検討に必要な小学校区単位の１歳階級ごとの将来人口は把握できません。 

さらに、０歳人口でみると、本市の 2025 年９月末時点の推計値は 3,731 人ですが、2024

年６月末で既に 3,458 人であり、このままの傾向で減少が続けば、０歳人口の実績が社人研

の推計を大幅に下回ることも考えられます。【図１参照】 

そこで、静岡市では、社人研の推計ではなく、独自の推計をすることとしました。推計の

基礎データには、「国勢調査」ではなく、頻繁に更新（３か月ごと）され、小学校区単位で

１歳階級ごとの人口データを保有する「住民基本台帳」を使用しています。 

 

【図１：静岡市の０歳人口の実績と推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※社人研の０歳推計人口は、０～４歳の推計人口を 2020 年の年齢構成で按分し、算出しています。 

 

 

３ 静岡市独自の推計結果 

静岡市独自で将来人口を推計した結果、総人口は、2050 年９月末で約 49 万人となり、2024

年６月末と比べ、27.2％減少します。また、社人研の推計と比べて約５万人下回ります。 

０歳人口は、2050 年９月末で約 2,600 人となり、2024 年６月末と比べ、25.2％減少しま

す。また、社人研の推計と比べて約 250 人下回ります。【表２参照】 

本推計結果は、あくまで特段の対策を講じない場合に予測される将来の人口動向を示した

ものであり、現状をこのまま放置するわけにはいきません。社会経済の将来動向や最新の科

学技術に精通した有識者等から意見をいただきながら、人口減少の要因を分析し、対策を講

じていきます。また、人口問題は、行政の力だけでは解決できない困難な課題であるため、

「社会の大きな力」と「世界の大きな知」を借りて、持続可能な未来のために積極的に取り

組んでいきます。 

（人） 

（年） 

X 2025/9/30 
Y 3,731 人 

X 2024/6/30 
Y 3,458 人 

次頁あり 
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（単位：人）

項目
最新値

(2024.6)
推計名

推計値
(2030.9)

推計値
(2040.9)

推計値
(2050.9)

静岡市独自推計 635,445 563,507 492,072

社人研直近推計 649,978 598,680 546,205

静岡市独自推計 3,514 3,132 2,588

社人研直近推計 3,626 3,380 2,842

総人口

0歳人口

675,506

3,458

【表２：推計結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 推計値の更新 

将来推計人口は、国勢調査 

基準日の 10 月１日にあわせて更新し、毎年度 10 月中に公表をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：企画課(054-221-1024)
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静岡市独自の推計方法 

 

次の①～③の手順を踏んで、１年後の推計人口を算出し、それを将来にわたって繰り返し

ます。【図２参照】 

 

① 年齢別の推計人口の算出 

１歳～99 歳の各歳の推計人口および 100 歳以上の推計人口は、基準年（X年）の各年齢

の人口に、「人口移動率※１および生残率※２」の直近 10 年の平均値を掛け合わせます。 

※１ 人口移動率：転入者数から転出者数を差し引いた数の人口に対する割合 

※２ 生残率：１年後に生き残る割合 

② ０歳人口（総数）の算出 

０歳の推計人口は、20～44 歳女性推計人口に「子ども女性比※３」を掛け合わせます。 

※３ 子ども女性比：20～44 歳人口に対する０歳人口の割合を示し、2022 年９月時点データを基にしています。新

型コロナウイルス感染症の影響で、2020 年から 2022 年頃まで男女の出会いの機会の減少といった特異な外的

要因が生じ、そのことが 2024 年の子ども女性比に影響を与えたと仮定しました。2022 年の出生数は、その影

響が小さかったと思われるため、2022 年９月末時点の比率を将来推計の根拠として使用しています。 

③ ０歳人口（男女別）の算出 

０歳の推計人口の総数が分かったら、それに「出生性比※４」の直近 10 年の平均値を掛 

け合わせます。 

※４ 男児と女児の出生割合（およそ 105 対 100） 

【図２：計算手順】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 


